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１． 本研究の背景と目的 

 中央線は東京西部、甲信地方、首都圏をつなぐ重要な役割を果たしているが、人身事

故や遅延が毎日のように発生しており、JRを始め一般の利用者たちを悩ませているのも事

実である。本研究では、文献と実地調査を踏まえて中央線が抱えている問題点を探り、そ

の解決策を提示することを目的としている。 

 

２．概要 

私たちは、常にＪＲ中央線(沿線)に興味を持っていることもあり、この機会に中央線の現

状と課題、とりわけ人身事故の原因などを調査分析し、利用者が快適に利用できるために

はどういう対策を講じるべきなのか、学生目線での提案を行う。 

 「中央線の現状と課題」「自分の身を大切にすること」の２点を中心に分析し、利用者に

理解してもらうのが今回の目的である。序盤に中央線(沿線)の詳細を説明、中盤に現状と課

題、終盤に我々の提案を述べる。 

 

３．調査方法 

① 文献調査 ②現場の写真や映像資料 

 

 


